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89. 種子どりとにぎりめし
種子どりとにぎりめし
─
シラを舞台とした季節儀礼の比較研究から
─
藤
　
井
　
紘
　
司
一、問題の所在
─
祭りの場としての穂積み
　「シラに伴なふ季節儀禮が今もなほ正確に行はれて居るかと思はれる。それを詳かに比較して見ることが、自分等の切なる願ひであるが、現在はまだ力の及ばぬ區域が多い」	
（柳田
　
一九六三（一九五三）
　
一八七）
　
エピグラフにある「シラに伴なふ季節儀禮」とは、南西諸島の種子どりのことをさしている。穂積
み（稲
いな
叢むら
など）を意味するシラから種子を抜き取り、儀礼的に播種する祭りである。百年以上前です
ら「稻むら生活の零落の底」 （折口
　
一九五五（一九一六）
　
七二）になっており、今やシラという言
90
葉を覚えているものも僅かである。この季節儀礼を正面からとりあげた研究はいくらか展開したものの（早川
　
一九八二（一九四二） 、石塚
　
一九五四など） 、いわば、祭りの場としての穂積みは、忘却
の彼方にあるテーマといえる。　
しかしながら、民俗学を興した柳田國男と折口信夫は、
穂積みを舞台とした儀礼を「新嘗」と関連させつつ、民俗学の中心的なテーマといえる神観念の解明に取り組んできた。まずは、ふたりの先覚が穂積みを舞台とした儀礼をどのようにとらえていた か把握したい。　
折口は、柳田より早くから穂積みに注目しており、一
九一六（大正五）年に「稻むらの蔭 て」を執筆している。折口は、にほ・にへといった各地 穂積みの呼び名から、穂積みと「新嘗」との関連性を指摘し、古くは、穂積みが神の「標山を拵へる方法」 （折口
　
一九五五（一
九一六）
　
七三）であり、 「新
にふのいみ
嘗」とは、請い降ろした神
を家に迎える物忌であったと説いている　
この論文の発表当時、 柳田は、 この仮説を証拠不十分と
図一
　
シラ
根刈した穀物の穂先を円の中心になるように円錐形に積みあげ、そのうえに雨水を避ける笠状の藁をかぶせたもの。脱穀せずに、穀物を貯蔵す 方法。	
（本山（一九二五
　
五二）より転載）
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し、認めることはなかったものの（西村
　
一九九九
　
一
一二） 、一九二〇（大正九）年 沖縄調査後、折口に「君の「稲むらの蔭にて」をひや し が、八重山へ行ってみると、君の説が成り立つようだ、この目で見た」 （折口
　
一九八七（一九四九）
　
二五二）と伝えている。
　
その後、柳田は「稻の産屋」 （一九六三（一九五三） ）を
発表し、南西諸島のもっとも南西に位置する八重山諸島において、穂積みや「人間の産屋」のことをシラと呼んできたことに注目している。柳田はシラ 語義 「生むもの」ま は「育つもの」とし、種子どりを「穀母が穀童を産み育てゝゆく」 （柳田
　
一九六四 （一九五八）
　
四〇
七）民間の新嘗儀礼と らえ、シラを稲種子 継承（＝穀童の誕生） 場として「稻の産屋」と表現している。柳田のこ 解釈は、奥能登のアエノコトなどの翌年に播種する種籾に対する心遣いの行事 関連させることで導き出したものである。
表一　穂積みをめぐる新嘗論
柳田國男
穂積み ・「稻の産屋」（穀童の誕生の舞台）
新嘗 ・「穀母の身ごもる日」
基調となっている神観念 ・祖神
儀礼の構図 ・継承
折口信夫
穂積み ・「標山を拵へる方法」
新嘗 ・「請ひ降した神を、家に迎へる物忌み」
基調となっている神観念 ・まれびと
儀礼の構図 ・来訪
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柳田は「種神の信仰と、人間の血筋家筋の考へ方とは、多分は併行し、且つ互ひに助け合つて、こ
の稻作民族の間にも成長して來たことは、所謂新嘗儀禮の民間の例からでも、證明し得られると私は信じて居る」 （柳田
　
一九六三（一九五三）
　
一九一）と記しているとおり、稲種子の継承を重んじる
信仰の一事例として種子どりを位置づけている。これらを立証するために、柳田は「シラに伴なふ季節儀禮」 詳細な比較を「切なる願ひ」と書きつけたのである。　
右記のとおり、柳田・折口らは穂積みが儀礼の舞台となり、 「新嘗」と関わっているという共通見解
に至っている。とはいえ、このふたりの傑出した新嘗論の底には、両者の神観念の相違が通奏低音として流れている（表一） 。　
ゆえに、本稿では、民俗学の先覚の洞察と相違をふまえつつ、種子ど の行事を仔細に比較する作
業を通じ、この季節儀礼の位置づけを明確にすることを目的とする。
二、史料からみる種子どり
　
種子どりに関する往古の記録は、 「慶来慶田城由来記」 （成立年未詳一七七〇年代頃）にあり、一八
世紀後葉における西表島の一村落（北西部に位置する祖納）の祭祀状況をうかがうことができる。以下の引用は、種子どりに関する記述を一部抜粋したものである。
93. 種子どりとにぎりめし
十月朔日ゟ同十五日、依年ニ同廿五六日ニ日延、稲苗蒔入時分ニ而候間、種子取として戌己甲乙壬癸日取ニ而せいらゟ稲種子を取、其日ゟ 数五日之朝迄ハ、小やもち与家内人数女共ハ布おり木綿花引、村迦ニ而罷出、とまかけニ而仕事仕、五日朝五ツ時分ゟ何仕事も差留、十五日之間ハ、大やもち与慎 十六 小やもち与軽キ仕事 、卅 過候得ハ、大やもち明させ何之仕事も随□仕申候…（中略）…種子取之日、稲種取蒔入、苗代田 帰宅仕、神酒・いはつ頂戴ニ而、村中之老人并役人衆、おはま・うなり相揃 田ふさ・世持役人衆御供ニ而始終銘々祝ひ仕、夜入候ハゝ男女之内三四 賦り合、いはつこい取与差分申付、右人数之内壱人、福之主与名を付、家内々江参り案内いたし候得者 丁主ゟ相答候、此殿内之苗ハ惣様犬の毛、まやの毛 事ニ出来、植時分ならハ苗代田取離引直、大まし 長ましあふし持行まきはうれ いへとて差なてせより者 其夜ニ神の水、主之水あまさはういかいはか葉いて すたかい白根 り おるちんの らハ、よしけ竹本入、いはい草ニさかい入、穂出時分ならハ大穂たね、長穂たねまさらせ 実入時分ならハ石の実、かねの実入まさらしの願持参り申候間、祝ひ物之品々 神酒・御五水・ はつ・味噌・まそ・蒜本・魚からもの・たくからもの被下度言葉を さり懸候得ハ 丁主ゟハ祝入、右之品々無不足相渡候得者罷帰り、村中家内惣様取集 而 三日ハ男魚取、女すない調、とね本屋ニ老若男女申請、祝ひ仕候例仕来候処、其時分ハ村中之者共心一地有之候故哉、我増々与物毎勝負之きも
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持有之、耕作之働仕候得共作り物ハ悉ク出来、上納米并年中飯米緩々与相続、常盤之世ニ為有之由候。	 （石垣市総務部市史編集室編
　
一九九一
　
一〇～一一）
　
右記の史料によると、種子どりの日には「せいら
〔シラ〕
）1
（
」. から取った
. 「稲種子」
. を苗代に播種し、神酒
と「いはつ」を頂戴するとある。この播種に伴う「やもち〔物忌〕 は、他の年中行事と比べると、もっとも長い期間を強 ている。 「いはつ」とは にぎりめしのことをさしている。宮良當莊は、このにぎりめしに「飯初」 （宮良
　
一九三〇
　
二六） という漢字を当ててお
り、この語彙は、イィ〔飯〕とハチィ〔初〕からなる。夜になると、三、四人の男女が各家を回る（ 「いはつこい取」 ） 。そ うちのひとりは「福之主」と名乗り、 「苗が犬の毛やまや〔猫〕の毛 ように密生し… といった作物の生育に関する詞章を唱え、家主から「いはつ」
図二
　
明治中期頃のシラづくり
（石垣市立八重山博物館所蔵）
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を持ち帰るとある。この種子どりのにぎりめしは、親類縁者などへの贈答の対象となっており、このしきたりは拡大する傾向にあった。一八、一九世紀の首里王府から布達された文書では、贈答の対象を親子・兄弟・姉妹・伯叔父母などに限るとする贈答制限をうながしている（石垣市総務部市史編集室編
　
一九九二
　
六四、石垣市総務部市史編集室編
　
一九九四
　
八〇） 。
　
以上、西表島の一村落の祭祀状況から一八世紀後葉の種子どりでは、シラから取った種子を儀礼的
にまき、その生育を祈願すること、 「いはつ」というにぎりめしを儀礼的に用いていることをあきらかにした。とはいえ、この記述の後段には「然処至比日、右例打捨無之」とあり、この習慣が次第に崩れつつあると記している。現在では、このにぎりめしは、イバチィ・イハティ・イバツゥ・イーヤチなどと島（村落）ごとに転訛しており、本稿で 、具体的な事例以外は、このにぎりめしを「イバチィ」と統一して表記する。
三、各地の種子どり
　
現在、国の「重要無形民俗文化財」の指定を受けている竹富島の種子取祭（タナドゥイ）以外の種
子どりは、そのほとんどが下火となっており 聞き書きにより十分な情報を得ることが難しい。ゆえに、本節においては、文献資料の情報をまとめなお （誤記などは修正した） 適宜聞き書きの情報を
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提示した。具体的には、石垣島（白保） 、小浜島、西表島（舟浮） 、与那国島（祖納・比川） 、竹富島、黒島、鳩間島、新城島、波照間島の事例をとりあげる。おもに昭和期（一部現在）の状況を聞き書きで記録したものであり、比較するうえで興味深い点やシラとイバチィの素材や形態に関する記述などは下線や太字で強調した。
事例①
　
石垣島の白保
）2
（
・名称：タニドゥリ（別称
　
ニーウリ〔根下り〕 ）
・期間：三日間・
. 男衆は朝早く、苗代に稲種子をまきに行く。このとき、神司は御嶽で「苗を立派に下ろさせてください」と拝む。女性たちは、ソージ〔精進〕ヌイーや重箱に入れたイバチ（赤一個、白二個）を床の間や火の神に供える。赤イバチは糯米、白イバチは粳米で、先の尖った三角形の細長い形ににぎる。ソージ〔精進〕ヌイーは、藁を敷いた高膳の真ん中にブーイー〔大きな飯〕を一個、その周りにやや小さな四個 イー〔飯〕を配置させる。このうえに笠となるビルカナッパ（植物の葉）を載せる。シラがうず高く積るほど豊作にして欲し との願いを意味し、シラヌイーともいった。このにぎりめしは、苗を下ろしてきた男衆のみが塩をつけて食べ、女性や子どもにはやっては けないという。下ろ た種子が子どもが食べるよう 散って まうからである 以前は、稲のシラのうえ
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にイバチを三個載せ、天からの授りものと言って子どもたちに取りに行かせた。また、兄弟や姉妹の家、隣家にイバチを三個ずつ持って行く。この日は、ほうきを使わないなど、静粛さを保つようにする。また、タニドゥリの日取りは、酉の日や子 を避ける。鳥またはネズミが種子をかき乱すからである。事例②
　
小浜島（集落特定なし）
）3
（
・名称：タナンドゥル・日取り：癸午（みずのとうま）・
. 初日、
ウー 〔大きな〕イバツゥ
を
床の間
に供える。このイバツゥは、芭蕉の葉を敷いた高膳の中央
に大きなイバツゥ、そのかたわらに小さなイバツゥを添えたものである。床の間に神饌を供えると、その部屋に女性が立ち入ることを禁じた 戸主はイバツ （糯米
を蒸してにぎった台錘形・卵形の
おこわ）とお酒を携え、苗代へ種子まきに行く 「種 まいたら しっかりと根を下ろし、アッサイ（籾が浮いて、根が下りない状態）もないように発芽して下さい」と祈り、神酒を捧げる。道中で女性と出会う とを縁起が悪いとし、非常に忌み嫌った その帰り道、茂ったススキを採集し、床の間に供える。一番座 あがり 男た は
. 「根下りが立派でありますように」
. と祈る。最初にイバツゥ
に手をつけるものは男に限り、女性は食べなかった。食前 火の神に供え、塩をつけて食べる。
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・
. 早朝、子どもたちは、親たちが
石垣
のあちこちに隠し置いた
タカ〔鷹〕ヌイバツゥ
を探した。このイ
バツゥは円錐形の大ぶりの米のにぎりめしで紅白の二種類あった。種子どりの頃、越冬のためにサシバがわたり このイバツゥはそ 鳥 もたらすと子どもたちは信じていた。また、
シィトゥ 〔包〕
イバツゥ
ともいった。その後、子どもたちは、ガーラクルバシ（丸太を輪切りにした円盤〔ガーラ〕
を転がし、相手の陣地に攻め入る遊び）に興じた。古老によると、俵を転ばすのになぞらえているとのこと。
・
. 神司は各家を回り 床の間および火の神を拝む。この時、神司は豊作の神を一緒にお供してくると信じられている。三日目の夜、タナドルシンという若者たちが各家を三味線ひきながら回る。このとき、ファムリヤ（子守唄か）を歌う。事例③
　
西表島の舟浮
）4
（
・名称：タナドゥリ・期間：三日間・
. 主婦たちは高膳に載せた糯米一升分 大きなイバチ一個と小さなイバチ四個を床 間に供える。戸主は稲種子をまきに行く。その帰り道、野菊〔タナド リ・パ 〕とススキを採集し、床の間に供える。神司はシラに似せたイバチを御嶽に供え、稲の成育を祈願する。
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・
. 甕の口あけ祝では、神司や戸主の姉妹、父方の伯叔母たちは、自分の兄弟または父方の甥にあたる家々の座の神を巡拝して回る。夜半になると、若者たちはイバチを盗みに家々を回る（イバチ・ヌシーミー 〔盗み〕
） 。門口で「弥勒世・世果報を持って参りました。持ってきたしるしに、イバチを
ください」と述べる。
・
. 夕方になると、御嶽のイビに集まった若者たちは昨夜盗んだイバチを供え、アヨーを歌う。次に、ビの左右 座った神司をはさんで円座を組む。アダディビューリャーを唱え、左右に稲穂が垂れる格好をする。笑うこ や立ち見をタブーとし 。終ると、二人の若者がイビの前で タナドゥリ・ユングトゥを歌う。三日目をミダシ祝あるい カミ・ヌ・チビアレ祝といった。事例④ａ
　
与那国島の祖納
）5
（
・名称：タナンドゥリ・
 床の間
に、
. イハティや赤飯、
. チーナ
. （菜の葉または大根葉を塩水に浸したもの） 、
. お酒、
. 花米、
. 塩
、水、
ススキ、ごちそうを盛りつけた重箱を供え 。戸主は、
. これらの供物を苗代に持って行き、
. 「一粒の
種子が百粒に、犬の毛〔インガケ〕や猫の毛〔マユガキ〕 よう 発芽 、ススキのように大きく成長を」と祈る。戸主 姉妹たちは、戸主が持ち帰った二〇～三〇本ほどススキを家の角々に挿す。
・
. イハティは、藁を敷いた高膳に練った飯を高盛りにしたものである。 ハティには二種類あり ひ
100
とつは
タネマキイハティ
もしくは
ビディ 〔兄弟〕ヌイハティ
といい、膳の中央に、高さ約二〇セン
チ、底部径一五センチほどの円錐形の高盛飯を置き、四隅と、各辺の中間に高さ一八センチ、底部径一二センチほどの高盛飯を配置する。合計九個の高盛飯となり 真ん中のものが大きい。このイハティをオスジラといった。もうひとつはブナイ〔姉妹〕ヌイハティといい、 央 、高さ約二〇センチ、底部径二三センチほどの巨大な高盛飯を置き、四隅に高さ一八センチ、底部径一二センチほどの高盛飯を配置する。合計五個 高盛飯 なり、真ん中の高盛飯は、女性が孕 でいるように大きくつくった。 「イハティ シーラ（稲叢） 形につくるも 」らしく
メスジラ
といった。種子
どりでは、女性の力を重んじており、戸主の伯叔母や姉妹などの女性たちが主役となり、一番座でイハティをいただいた。事例④ｂ
　
与那国島の比川
・
. 筆者の聞き書き（二〇〇九年八月二九日）によると、イハティは、会席膳 、高さ二〇センチ 底径一五センチほどの大きなにぎりめしを中央にし 四隅に小さなにぎりめしを四個もしくは八個ほど添え、足して奇数個にする。　
戦前は、イハティを一週間床の間に供え、その後、戸主の姉妹にあたる長女に持って行った。戦
後になると、衛生面を考慮し、このしきたりを集落として廃止し、当日に食べることに た。
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事例⑤
　
竹富島（集落特定なし）
・名称：タナドゥイ・
. 期間：甲申（きのえさる）から癸巳（みずのとみ）までの一〇日間
・
. 最初の五日 は、物音がしないように注意した（内盛
　
一九五二
　
四四四） 。五日目の早朝、戸主はヘラで畑を
耕し、粟・麦・黍などをまいた。その目印になるように、ススキを結んだフキを挿す。また、
糯粟と糯米、
小豆を練り合わせたイーヤチ
をつくり、
ダー 〔板〕ヌ
イーヤチ 床の間に供える。豊年祭や長月願いの際にもつくるこの餅は、
. 普段はムッチャニーと呼び、
. この
語彙は、ムチ
. 〔糯〕
. ＋アー〔粟〕
. ＋ヌ
. 〔格助詞の
. 「の」 〕
.
＋イー 〔飯〕
. からなる。すなわち、元は
粟のにぎりめし
であった。六日目は、ンガソージ〔精進〕の日といい、もっとも厳粛な精進日である。戸主の伯叔母や姉妹の年長者がダーヌ ヤチを切り分け 種子下ろしをし
図三
　
イーヤチづくり
	
（筆者撮影
　
二〇一〇年一〇月八日）
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た粟がハマユウのように根を強く張って十分に稔って欲しいとの祈願から（喜舎場
　
一九七七
　
四
六四） 、イーヤチをハマユウの鱗茎に載せて配る（イーヤチ載み） 。七日目は、男衆が弥勒奉安堂の弥勒の面を本堂の祭壇に飾る（弥勒おこし） 。その後、神司が世持御嶽に神饌を供え、バルビル〔発芽〕の祈願。弥勒 舞台に登場し、種子どりの奉納芸能が始まる。夜になると、豊穣 乞う歌を歌いながら、家々を回る（
世乞い
） 。八日目の朝、世持御嶽でムイムイ〔芽の成長〕の祈願。一〇日目
は、タナドゥイムヌン〔種子どりの物忌〕 。事例⑥
　
黒島（集落特定なし）
）6
（
・名称：タナドル・期間：戊子（つちのえね）から三日間・
 粟の茎を敷いた高膳に九個の粟のイーハチ 配置し、床の間に供える。また、粟酒を入れた飾り瓶や塩もみした青菜を載せた平膳に竹製 箸を添え
. 豊作を願った。その後、
. 戸主は
粟種子
を畑の隅に
つくった土盛り
. 〔タニハブシ〕
. にまいた。この土盛りに穂を結ったススキ
. 〔フキ〕
. を三本挿しこむ。
この種子下ろしは早朝の
満潮時
が良いと う 帰り道、戸主は女性に会わないように注意しながら、
.
畦のカズラ
. 〔タニドルカズラ〕
. を輪にし、頭上に載せる
. 〔タナドルハザ〕 。また、
. ススキなどを採集
し、
. 花活けに奇数の本数生ける。高膳のイーハチのうえにタナドルハザを置き、豊作を願った。
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・
. 御嶽には、
. 粟酒や酒
さけつぎ
注などを供える。御嶽の花活けにススキなどを生け、
. 神司がイビで豊作を願っ
た。夜になると、
. タナドルカズラをかぶった戸主が一団となり、
. 各家を回り、
. タナドルアユウを歌っ
た。
・
. 筆者の聞き書き（二〇〇九年八月二三日）によると、又吉家のイーハチは、糯粟のにぎりめしを三段にしたものであった。粟をつくらなくなった現在では 市販の波照間産の糯黍〔ンブン〕を購入し、米や赤豆と一緒に炊いてにぎる。その際には、米 り黍のほうを多く混ぜる。イーハチの素材の変化に対し、又吉家の当主は、本来は「混ぜたらだめ、ものを混ぜるということは虫にかまれたようなもの」といい、今では〝純粋な
. 〟イーハチはないとのこと。
事例⑦
　
鳩間島（集落特定なし）
）7
（
・名称：タネトリ・
. 戸主が種子下ろしをする。また、本物 シラのうえ ススキの束を結って根本を開いたトマをかぶせた。
・
. 家々では粳米や糯米でイバチをにぎり、火の神や床 間に供え 。戸主の姉妹は、実家や兄弟 家の火の神や床の間を拝みに帰り、イバチを共食するしきたり なっていた とくに、火の神に供えたイバチをソーヂ〔精進〕イバチといい、膳の中央に 糯米 径五寸ほどのシラ型 高盛飯をつく
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り、四隅に小さなイバチを置いた。真ん中の高盛飯をシラといい、四隅のイバチは、シラの基礎に使う石を表現すると伝えている。このイバチは、戸主の伯叔母や姉妹の年長者の女性から食べるのがしきた であった。事例⑧
　
新城島（集落特定なし）
）（
（
・名称：タナドゥル・
. 稲と粟の種子どりは別々にし、とくに、粟の種子どりを重んじた（稲の種子どりは西表島の佐久田の苗代で実施した） 。戊子（つちのえね）の日の夜明け、戸主は畑に
粟種子
をまきにいく。女性たち
は一、二升ほど 粟のイバツをにぎる。粟のイバツ（大きなにぎりめしを三つ重ねる）や粟穂、ヘラ、鎌を粟殻を敷いた台に載せ、床の間に供える イバツに最初 手をつけるのは、 まいた戸主である。この日、お汁はつくらず、イバツに
塩
をつけて食べる。御嶽では、神司が神酒を供え、
粟種子の発芽が良く、豊作になるように祈願する。事例⑨
　
波照間島（集落特定なし）
）9
（
・名称：タナードリ・
. 早朝、各家は御嶽の井戸から水を汲む。その水で床の間にススキを生ける。粟と米と小豆の混御飯
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を炊き、床の間に床の間の分として丸いブーイ〔大きな飯〕を、男の分（長男九個、次男七個、三男五個）として三角形のブーイを供える。また、粟穂やニンニク、神酒、海水でつくった汁、ヘラを飾る。この晩 男衆のみで 食べ 筆者の聞き書 （二〇〇九年一〇月一七日）によると、草分けの家である保多盛家は、ナーマスの畑に粟をまくことをしきたりとしていた。四、シラ イバチィとの結びつき
　
本節では さきにとりあげた各事例を比較し、シラと バチィとが結びついていることをあきらかに
する。なお、本稿では、小野重朗（一九六〇ｂ）が提示した村落ごとに祭祀や年中行事の分布状況を地図上におとし 民俗の分布や類型間の差異を把握する地域民俗学の方法を適宜用いる。こ 方法論の目的は、民俗の歴史的な展開過程を系統化し、その変遷の仮説を提示する ころにある（千葉
　
一
九七一） 。（一）米と粟の対称性　表二は、前節の情報や筆者による聞き書きの情報（川平の事例 を追加し、まとめたものであ
この表からは、稲と粟という二種類のシラがあることがわかる。柳田は、シラ 誕生と深い関係を有
106
する古語であると指摘し、稲の穂積みを穀霊をみごもる斎場 とらえていた（柳田
　
一九六四（一九五八）
　
四〇八、柳田
　
一九六四（未完草稿）
　
一六六） 。
　
しかしながら、事例⑤、⑥、⑧、⑨で
示したように、粟の穂積みもまた同様にシラであり、柳田の比喩にならえば「粟の産屋」といえる。柳田は、イバチィは「稻積（シラ）の上に載せて置いて」 （柳田
　
一九六四（一九五一）
　
一五五）と記
しているもの 、正しくは、イバチィを載せるシラには、稲と粟の二種類があり、稲のシラには米のイバチィ、粟のシラには粟のイバチィを載せる。この対称性島ごとの生態環境の差から読み解くこができる。すなわち、八重山諸島は、山
図四　種子どりの民俗地図
島（村落）ごとに、①シラの種類、②播種する種子の種類、③イバチィを切り分け
るものやイバチィに先に手をつけるものの性別などを示した。基図には、国土地理
院発行の 50mDEMを使用した。. （筆者作成）
△ 西表島
① 稲叢
② 稲種子
③ -
△ 石垣島
① 稲藁
② 稲種子
③ 男のみ
▼ 竹富島
① 粟叢
② 粟種子
③ 女性が切り分ける
▼ 黒島
① 粟叢
② 粟種子
③ -
▼ 新城島
① 粟叢（稲叢）
② 粟種子（稲種子）
③ 男性が切り分ける
△ 小浜島
① 稲藁
② 稲種子
③ 男のみ
▼ 鳩間島
① 稲叢
② 稲種子
③ 女性から
△　「高い島」
▼　「低い島」
△ 与那国島
① 稲叢
② 稲種子
③ 女性が中心
0 10km
▼ 波照間島
① 粟叢（稲叢）
② 粟種子（稲種子）
③ 男のみ
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岳や河川のあるタングン〔田国〕と、起伏がほとんどない隆起サンゴ礁島のヌングン〔野国〕からなり（喜舎場
　
一九七七
　
五〇） 、前者では、水稲耕作が可能であり、後者は焼畑を主としてきた。基本
的には、 「高い島」では、米のイバチィ、 「低い島」では、粟のイバチィという対応関係をみせている（図四） 。ただし、 「低い島」から「高い島」に刳舟で通いながら、稲をつくってきた「低い島」では、米のイバチィを確認することができる（事例⑦・⑧） 。　
ただし、細かくみると「低い島」のイバチィのなかに米と粟とが混じっているものがある。たとえ
ば、波照間島のブーイは、粟と米と小豆からなり（事例⑨） 、竹富 のイーヤチは、糯粟と糯米、小豆を練り合わせた餅である（事例⑤） 。　
これらの島は、粟作と稲作との比重が変化してきた島々である。さかのぼること、一五世紀後葉（一
四七九）の済州島の漂流者によ 見聞を記した「成宗大王實録」は、波照間島について「有黍・粟・牟麥．無水田稻米． 」 （日本史料集成編纂会編
　
一九七九
　
九六三）と言及しているものの、一六三五
（崇禎八）年の波照間島の田高は約三七石あり（國書刊行會編
　
一九〇六
　
三二〇） 、一七世紀前葉に
は、天水田を開いている。その後、 「島嶼別農耕概況」 （一八九二年）に 米の収穫高は四二〇石、粟の収穫高は三九〇石にのぼっており、稲作 比重を次第に大きくしてきたことがわかる。　
また、 「島嶼別農耕概況」 （一八九二年）による 、竹富島の米の収穫高は一三石であったものの、そ
の後、 「高い島」である西表島へ 通い耕作が急速 活発になり（藤井
　
二〇一〇ａ） 、種子どりの際
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島嶼面積は二〇〇九年度全国都道府県市区町村別面積調、石灰岩地質の割合は目崎 （一九八〇）、「島嶼別農耕概況」（一八九二年）は「沖繩縣八重山嶋統計一覽略表」（国立
国会図書館所蔵）により作成した。穀物栽培に関する情報（島名の下に記載した括弧 内の斜体）は、一五世紀後葉（一四七九年）の済州島の漂流者による見聞を記した「成
宗大王實録」による（日本史料集成編纂会編　一九七九）。一八世紀の史料「慶来慶 田城由来記」によると、西表島北西部の祖納は「往古、稲壱品はかり作り…（中略）…
康熙始比はんつ芋御国元持下り、大地中之村々ニ作り、種子広ク受させ麦・粟・真き ん・大豆・小豆之類、其時分ゟ次第持下り、諸村手広ク相成」（石垣市総務部市史編集室編　
一九九一　一五）とあり、昔は稲ばかりをつくっていたものの、康熙年間（一六六二 ～一七二二）の始め頃から、沖縄本島からサツマイモや麦、粟、黍、大豆、小豆などを
導入したとある。しかしながら、「成宗大王實録」によると、西表島の「所乃（祖納）」 は「用稻與粟．粟居稻三分之一」（日本史料集成編纂会編　一九七九　九六三）とあり、
一五世紀後葉には粟を栽培している。ゆえに、「慶来慶田城由来記」の上記の伝承は 誤っていると考えられる。一八九二年になると、祖納（西表村）では、粟の収穫高を記録
していないので、次第に、粟栽培が下火になったことがわかる。また、一九〇一（明 治三四）年の新城村頭の日誌には、「田租一〇五，三〇〇、畑租六一，六三六、上納ノ分」
（竹富町史編集委員会・竹富町役場町史編集室編　二〇〇六　三八五）とある。さか のぼること、一八九二（明治二五）年の「沖繩縣八重山嶋統計一覽略表」には、ほぼ同
じ量（米：九六石、粟：五四石）の農産収穫物を記録している。となると、新城村民 は、栽培した稲や粟のほぼすべてを上納していた可能性がある。竹富島の奉納芸能・鍛
冶工狂言の台詞には、「粟ゆ作らば　官ぬたみ　芋ゆ稔らば　どぅゆぬたみ」（上勢頭　 一九七九　三一六）とあり、粟は官のため、芋は自分のためという意味である。. .
. . （筆者作成）
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表二　島嶼別の生態システムと種子どり
島嶼面積は二〇〇九年度全国都道府県市区町村別面積調、石灰岩地質の割合は目崎 （一九八〇）、「島嶼別農耕概況」（一八九二年）は「沖繩縣八重山嶋統計一覽略表」（国立
国会図書館所蔵）により作成した。穀物栽培に関する情報（島名の下に記載した括弧 内の斜体）は、一五世紀後葉（一四七九年）の済州島の漂流者による見聞を記した「成
宗大王實録」による（日本史料集成編纂会編　一九七九）。一八世紀の史料「慶来慶 田城由来記」によると、西表島北西部の祖納は「往古、稲壱品はかり作り…（中略）…
康熙始比はんつ芋御国元持下り、大地中之村々ニ作り、種子広ク受させ麦・粟・真き ん・大豆・小豆之類、其時分ゟ次第持下り、諸村手広ク相成」（石垣市総務部市史編集室編　
一九九一　一五）とあり、昔は稲ばかりをつくっていたものの、康熙年間（一六六二 ～一七二二）の始め頃から、沖縄本島からサツマイモや麦、粟、黍、大豆、小豆などを
導入したとある。しかしながら、「成宗大王實録」によると、西表島の「所乃（祖納）」 は「用稻與粟．粟居稻三分之一」（日本史料集成編纂会編　一九七九　九六三）とあり、
一五世紀後葉には粟を栽培している。ゆえに、「慶来慶田城由来記」の上記の伝承は 誤っていると考えられる。一八九二年になると、祖納（西表村）では、粟の収穫高を記録
していないので、次第に、粟栽培が下火になったことがわかる。また、一九〇一（明 治三四）年の新城村頭の日誌には、「田租一〇五，三〇〇、畑租六一，六三六、上納ノ分」
（竹富町史編集委員会・竹富町役場町史編集室編　二〇〇六　三八五）とある。さか のぼること、一八九二（明治二五）年の「沖繩縣八重山嶋統計一覽略表」には、ほぼ同
じ量（米：九六石、粟：五四石）の農産収穫物を記録している。となると、新城村民 は、栽培した稲や粟のほぼすべてを上納していた可能性がある。竹富島の奉納芸能・鍛
冶工狂言の台詞には、「粟ゆ作らば　官ぬたみ　芋ゆ稔らば　どぅゆぬたみ」（上勢頭　 一九七九　三一六）とあり、粟は官のため、芋は自分のためという意味である。. .
. . （筆者作成）
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に、各戸が床の間に供える重箱の中身は粟から米へと変わり（藤井
　
二〇一〇ｂ） 、ユークイで歌う歌
のタイトルは「根下りアヨー」から「稲が種子アヨー」
）（1
（
に変わっている（阿佐伊
　
一九七九
　
四六） 。
すなわち、粟から米へと主たる栽培種を変化させたことから、粟のにぎりめしであったイーヤチは、糯粟と糯米、小豆を練り合わせ 餅へと変化したのである。
）（（
（
　
また、黒島では、粟をつくらなくなった現在、糯黍〔ンブン〕を購入し、米や赤豆と一緒に炊いて
にぎっている（事例⑥） 。粟栽培が下火にな なかで、本来のという意味では、粟からなる〝純粋なイバチィ〟
. は淘汰されつつある。ただし、 「低い島」の一部のイバチィがその主たる素材が米になる過程
において、もともとの粟や粟の代用とした畑作物を混ぜることにこだわってきたことがわかる。
）（1
（
　
以上のとおり、南西諸島の稲作儀礼と畑作儀礼とには、等価的な傾向があること（伊藤
　
一九六三
　
三二～三三） 、畑作物のなかでも 対する儀礼的な価値づけがとく 高いという特徴
）（1
（
を読みとること
ができる（喜舎場
　
一九七五
　
三九二） 。
（二）イバチィの分類
─
形態と祭りの場から
　
次に、イバチィを形態と祭りの場で分類すると、二種類に分けることができる。ひとつは、⃝ αシラ
のうえに載せるイバチィであり、もうひとつは、⃝
β
床の間に供する大型のイバチィである。
　
事例②のタカ
. 〔鷹〕
. ヌイバツゥやシィトゥ 〔包〕イバツゥなどのシラのうえに載せるイバチィは、種
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子どりの早朝に子どもたちが探すものである。表二にあるとおり、各地の種子どりの様相はバリエーションをもっているものの、このイバチィは、親々が子どもたちに「鷹が夜 間に持つて來てくれたもの」と教え、 「小兒が之をもらふのを樂しみ」 （柳田
　
一九六四（一九五一）
　
一五五）にしてきたこ
とは共通している。このタカは、種子どりの時期に渡っていくサシバのことをさしている。　
一方、事例②のウー 〔大きな〕イバツゥなどは、高膳に載せ、床の間に供する大型のものである。シ
ラのうえに載せるイバチィと同様に、このイバチィからは、シラとの関係性を読みとることができる。たとえば、事例⑦では、膳の中央にあるにぎりめしをシラと呼び、その四隅にあるにぎりめしは、シラの底部に置く石を表現し イバチィとシラとの緊密性 語っている。　
また、事例①では、こうした大型のイバチィをシラヌイーともいい、この語彙は、シラ〔穂積み〕
.
＋ヌ〔格助詞の「の」 〕
. ＋イー〔飯〕からなる。もっとも象徴的な事例は、与那国島の祖納の事例④ａ
である。ビディ〔兄弟〕ヌイハティをオスジラ ブナイ〔姉妹〕ヌイハティをメスジ いい、中央にあるにぎりめしは、女性がはらんでいるように大きくにぎ 。すなわ 、これら 大型のイバチィは、シラの形を模してつくったものである。　
右記のとおり⃝ α型、⃝
β
型のどちらにせよ、シラとイバチィとの結びつきをうかがうことができる。
こうしたイバチィ 二重性をとらえるヒントは、石塚尊俊の「納戸神をめぐる問題」 （一九五四）にある。石塚は、八重山諸島のシラの事例に検討を加えつつ、日本列島各地 納戸神 比較を試みている。
112
この論文で卓見なのが神を迎える斎場が庭の穂積みから納戸などの屋敷内へと移動したとする仮説である。その後、坪井洋文（一九七六、一九七七）により、この仮説を支持する実証的な研究が進展している。 洞察に依拠すると、前者⃝ αのシラ うえに載せるイバチィが古形であり、後者⃝
β
の床の
間に供す 大型 イバチィは、床の間に神を迎えるようになり装飾化が進んだものといえる。
五、潮とイバチィ
　
本節では イバチィの特徴をふまえつつ、宮古諸島の事例と比較することで、このにぎりめしの役
割をより明確にとらえる。具体的には、以下の二つ 特徴から考えたい。第一 、スー 〔潮〕イバツゥといった別称があるように、イバチィ 塩をつけることである。第二に、 「いはつこい取」 （二節参照）やイバチ・ヌシーミー 〔盗み〕 （事例③）といった行事では、子どもたちが家々を回り 「弥勒世・世果報を持って参りました」と伝え、各家からイバチィ 授かってい 盗んでい ）ことである。種子どりに関する往古の記録によると、この集団のひとり 「福之主」 名乗っている（石垣市総務部市史編集室編
　
一九九一
　
一〇） 。
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（一）折り目としての「南島正月」　種子どりの儀礼を検討する際に、本フィールドの東北東に位置する宮古諸島のシツの行事に目を配
るとみえてくるものがある。旧暦の七、八月に迎えるシツは、 「南島正月」の一例として数えられてきたものである。 「南島」に八月正月があったとする指摘は、宮城（一九三一）を嚆矢とし、以降、多くの論者が言及している（小野
　
一九八二
　
一二一～一四〇、大城
　
二〇一八など） 。
　「低い島」の宮古島には、水田が少なく、稲作より粟作が盛んであった。ゆえに、宮古島の行事は基本的に粟を軸としてきた。ただし、稲作に従事してきた数少ない集落である島尻においては、後述するイスーやアパイラは米や稲藁からなる。　宮古島の北部村落（狩俣と島尻）では、シツの早朝、浜からこぶしだいの石を拾ってくる。この石
をターラシーといい、洗って俵（粟／米）のうえに供える。ターラシーは俵のタマス〔魂〕だと伝えている（平良市史編さん委員会編
　
一九八七
　
三二〇） 。ターラシーを洗った水で粟／米を炊き、イ
スー〔にぎりめし〕をにぎる。夕方になると、ズーコーモイの行事があった。子どもたちの班が各家を回り、粟／稲藁をくくったアパイラを円錐にな ように立て、その内側下部に脱穀したスプグ 殻を置き、これら 火をつける。子どもたちはその周りに円陣をつくり、膨らんだり萎んだりしながら次の詞章 唱えた。
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ウプガ
　
ユー
　
ヤナリ
	 〔大きな世ナオレ〕
マグヌ
　
ユー
　
ヤナリ
	 〔マグ（蓋のあるかご）の世ナオレ〕
ズガヌ
　
ユー
　
ヤナリ
	 〔ズガ（一升ます）の世ナオレ〕
　
その後、子どもたちは、家主にイスーをもらって回る。この子どもたちの唱える詞章の解題は、次
節にまわしたい。　
宮古諸島のシツと八重山諸島の種子どりの行事 要素ごとに対応させたものが表三であ 。一見し
てわかるとおり、これらの行事はほぼ同じ構成をとっている。なにゆえに、類似しているのかというと、旧暦の八、九月に迎える種子どりが古くからの「南島正月」にあたるからである。八重山諸島にも、宮古諸島 シツに相当するシチという折り目はあるものの、おそらく、これ の「節」は、種子どりより後発的な折り目である。　
ゆえに、地域によっては、この新しい「節」に「南島正月」の要素の一部が流入している。たとえ
ば、竹富島の種子どりの日、浜辺の潮のしぶきをスー〔潮〕ヌハナといい、このしぶきをかぶった真砂を家の敷地内に運び、一尺くらいの高さに三つほど盛って、シラといった（内盛
　
一九五九
　
二五、
上勢頭
　
一九七六
　
一四二、亀井
　
一九九〇
　
三六） 。このとき、神司は「海ぬ
　
七さいぬ
　
波ぬ花
取り
　
白濱ぬ砂ゆ持ち
　
神ぬ前ゆ
　
磨きおいし」 （上勢頭
　
一九七六
　
二一六）という願い口を唱え
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る。一方、隣の石垣島では、シチの日、波の打ち寄せ 回数を数え、七度目のときにひとつかみした白砂のことを七サイ〔波〕ヌハナといい、火の神に供え、家の敷地内の四隅に盛っていた（喜舎場
　
一九七七
　
二五一～二五三） 。地域によって
は、種子どりの行事 一部が「節」へと移動しているのである。（二）常世浪の初潮　次に、種子どりを「南島正月」のひとつと位置
づけたうえで、 「潮石・水石儀礼
」 （小野
　
一九八
一）につらなる浜辺の砂や石について検討したい。　
竹富島の種子どりの奉納芸能・鍛冶工狂言のな
かに「浜ぬ
　
真砂や
　
米てぃんど」 （全国竹富島文
化協会編
　
二〇〇三
　
六一） といった台詞があり、
意訳すると「浜の真砂は米だそうな」となる。同
表三　にぎりめし行事の比較
シツ（宮古諸島） 種子どり（八重山諸島）
・早朝、浜から石を拾ってくること
・.潮のしぶき（ス 〔ー潮〕ヌハナ）をか
ぶった真砂を持ち帰り、1尺くらいの高
さに盛って、シラと呼んでいたこと
・.この石について「俵のタマス〔魂〕」と
伝えていること
・.鳥（サシバ）がにぎりめし〔イバチィ〕
をもたらしたと子どもたちに教えてき
たこと
・この石を俵のうえに供えること
・.このにぎりめしを穂積みのうえに供え
ること
・.この石を洗った水で粟や米を炊き、に
ぎりめし〔イスー〕をにぎること
・.にぎりめしに塩をつけること（または、
海水でつくった汁を供えること）
・.子どもたちは各家を回り、.「世」の再生
をにおわす歌を唱えていること
・.子どもたちは各家を回り、.「世」をもた
らしていること
・子どもたちは各家からにぎりめしをも
らうこと
・子どもたちが各家からにぎりめしをも
らうこと
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様に、宮古諸島の多良間島のニ
〇リ〔神前で歌う古謡〕のアダンヤーヌアズには、以下のとおりのく
だり
）（1
（
がある。ニスヌイムヌ
	
ムナグヌ
	 〔北の海の白砂は〕
シュアラビダ
	
シナグヌ
	 〔渚の真砂は〕
ユニンナリ
	
クバイラ
	 〔粟になって
　
くるだろうよ〕
クミィンナリ
	
クバイラ
	 〔米になって
　
くるだろうよ〕
　
なぜ、砂（もしくは、石）が粟や米になるのかというと、この砂がシツやシチ、種子どりといった
「南島正月」の潮を浴びているからである。潮のしぶきや、しぶきをかぶった砂をハナと呼び、石を「俵のタマス〔魂〕 」と呼んできたことから推測できることは、それらの潮がなにかを宿しているということである。折口の語彙
）（1
（
をかりると、スー〔潮〕ヌハナや七サイ〔波〕ヌハナを運ぶのは、 「常世浪
の初潮」であり、潮のしぶきに浮かぶうたかたは、久しくとどまることのないかひとなる。ゆえに、これらのしぶきをかぶった砂や石をたまを宿したものとして重宝してきたのである。となると、イバチィを包むことや、
）（1
（
イバチィに塩をつけること（または、海水でつくった汁を供えること）は、この
にぎりめしが依代の役割 果たすうえで必要な手順であったといえる。 「候鳥（鷹）が豊稔の國より齎
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らし來りて贈れり」 （宮良
　
一九三〇
　
二六）にぎりめしと子どもたちに教えてきたのは、この種子ど
りの時期に、渡り鳥〔サシバ〕が渡ってきていたことから、後に、そういう説明の仕方を採用したからである。
）（1
（
　
すなわち、 「南島正月」である種子どりのにぎりめしは、その語彙がイィ〔飯〕とハチィ〔初〕から
なるとおり、正月の餅 相当するものである。祭祀上もっとも重要な意味をもっていたイバチィは、来訪す たまの依代（霊代）としての役割を担ってきたのである。
）（1
（
六、たまの正体
─
「世バナウレ」と「世バタボラル」
　「魂を持つて來るのは誰か、と言ふ事になる。魂は元、祭りの前夜に自ら來たのであつたが、後には初春來る神が持つて來ると言ふ風に考へが變つてくる」	
（折口
　
一九五五（一九三〇～一九三二）
　
九八～九九）
　
結論からいうと、このたまの名は「世〔ユー〕 」である。
）（1
（
この語彙には様々な含意があるものの、 「五
穀を指し、またその年」 （喜舎場
　
一九七〇ａ
　
二八七）のことを意味している。種子どりの日、各家
をまわる子どもたちは「福之主」と名乗り、 「弥勒世・世果報を持って参りました」と伝え、各家から
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イバチィを授かっている。また、宮古諸島の子どもたちは各家を回り、 「世」の再生をにおわす詞章を唱え、各家からにぎりめしをもらっている。　
さきに述べたように、宮古島の北部村落のズーコーモイでは、子どもたちは「ユー
　
ヤナリ」とい
う成句を復唱していた。筆者の聞き書き（二〇一〇年一〇月一〇日）によると、ある古老は、このくだりを「ユー
　
ヤナウラシ」と説明する。すなわち、ヤナリは、ナオレの転訛である。このようなナ
オル
）11
（
という語彙で「世」を修飾した囃子は、先島諸島（宮古諸島・八重山諸島）の「南島正月」の際
に、とくに多くみいだすことができる（波照間
　
二〇一三、二〇一四） 。以下は、竹富島の種子どりの
奉納芸能・竹富節の歌詞
）1（
（
を記したものである。
ちちぬねぬ
　
種子どりぬ
　
御願
	
〔つちのえねの種子どりのお願い〕
　
ウヤキヨウヌ
　
世バナウレ（囃子以下略）
大畑
　
たう畑
　
まき入り
	
〔大畑、深畑に、まくと〕
五日廻
　
十日越ぬ
　
ゆあみ
	
〔五日まわり、十日越しの世を浴びる〕
犬が毛に
　
猫が毛に
　
根うい
	
〔犬の毛、猫の毛のように、根を下ろし〕
うるじんに
　
若夏に
　
なり來 ば
	
〔初夏、若夏に、なると〕
ゆしきだぎ
　
力草だき
　
栄りょうり〔ススキやチカラシバのように栄える〕
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この歌詞は、神司の願い口「種子どりの願い」 （上勢頭
　
一九七六
　
二四〇～二四一）の一部に「ウ
ヤキヨウヌ
　
世バナウレ」という詞章を挿入し、囃子にしたものである。 「ウヤキヨウヌ」とは「豊か
な世の」という意味である。　
また、竹富島では、種子どりを迎える前の、旧暦八月八日の神迎えの神事・世迎い〔ユーンカイ〕
において、とも綱石であるニーラン石の前でトゥンチャーマを歌う。豊穣を意味する「世」は、ニーラン神の船に載って、海の彼方からもたらされるという内容である。以下は、トゥンチャーマの歌詞
）11
（
を記したも であり、この歌 は「ウヤキ世バタボラル」という囃子 とっている。
あがとからくるふにや
　
ばがいぬとぅんちゃーま
. 〔彼方から来る舟は
　
我らの家のもの〕
　
ウヤキ世バタボラル（囃子以下略）
うはらからくるふにや
　
なゆしちゃるくるふに
. 〔大海原から来る舟は
　
どん 舟だろう〕
いちゃしたるふにくぎどぅ
　
なゆしちゃるふにくぎ
. 〔いかなる舟を
　
どんな舟をこぐ〕
みるくゆばぬしふにゆ
　
かんぬゆばぬしふにゆ
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. 〔弥勒世を載せて来る舟だ
　
神の世を載せて来る舟だ〕
たきどぅんにとぅるすきてぃ
　
なかだぎにひきすき
. 〔竹富島に繋舟し
　
仲嵩に繋舟する〕
みるくゆばだぎうる
　
かんぬゆばだぎうるし
. 〔弥勒世を抱き下ろし
　
神の世を抱き下ろす〕
やーやーぬやーやぐとぅに
　
きぶるきぶるぐとぅ
. 〔家々の家ごとに
　
軒の軒ごとに〕
たーらゆばたぼられ
　
ますぬゆばたぼらる
. 〔俵の世をたまわる
　
ますの世をたまわる〕
　
このトゥンチャーマの歌詞には、ターラ〔俵〕やますの「世
バタボラル」とあり、宮古島の北部村落のズーコーモイの行事で子どもたちが囃していたマグやズガの「ユー
　
ヤナリ」
という詞章と同じ構成をとっており、穀物を入れる容器を枕言葉 し、 「世」を迎えている。　
ただし、トゥンチャーマにおいては、 「世バナウレ」ではな
く「世バタボラル」という表現をとっている。この二つの台詞まわしには、本節 エピグラフに紹介した折口の洞察を示唆するものがある。すなわち、 「タボラル」のは、ニーラン神など 世持神からであり、 「ナウレ」るのは、自ら来たたまによって あるととら ることができる。　
こうした二重性は、さきにとりあげたふ つのイバチィに対する仮説を補強するものとなる。四節
では、シラのうえに載せるイバチィが古形であり、床の間に供する大型のイバチィは、床の間に神を迎えるようにな 装飾化が進んだものであると指摘した。おそらく も もとは「世バナウレ」と囃し、 「世」を迎えていたものの、来訪神の観念が次第に形を整えていくなかで、 タボラル」といった新たな言葉使いを生み出してきた である。
七、自然人の感性
─
発生の原基
　
いったい「世」とは何か。なぜ、種子どりという儀礼的な播種の日に、 「世」を迎える必要があるの
かという疑問から解き明かしたい。　
柳田は、種子どりの行事のなかで印象を受けることに「イバツを各戸に配るといふこと」と「粟種播
きの式をニーウリの祝ひといふこと」の二点をあげており、ニーウリ〔根下り〕が「私 ちの切に知りたがつて居るニイラ又はニライといふ海上の浄土と、因みある語ではないか」と洞察している（柳
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図六　ズガ（ツガ）
穀物を移すときや脱穀・製粉した後の
風選に使用する一升ます。多良間村民
俗学習資料館所蔵。
（筆者撮影　二〇一〇年一〇月一二日）
図五	マグ
穀物を脱穀するときや石臼で製粉する
ときに用いる。多良間村民俗学習資料
館所蔵。
（筆者撮影　二〇一〇年一〇月一二日）
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く「世バタボラル」という表現をとっている。この二つの台詞まわしには、本節のエピグラフに紹介した折口の洞察を示唆するものがある。すなわち、 「タボラル」のは、ニーラン神などの世持神からであり、 「ナウレ」るのは、自ら来たたまによってであるととらえることができる。　
こうした二重性は、さきにとりあげたふたつのイバチィに対する仮説を補強するものとなる。四節
では、シラのうえに載せるイバチィが古形であり、床の間に供する大型のイバチィは、床の間に神を迎えるようにな 装飾化が進んだものであると指摘した。おそらく も もとは「世バナウレ」と囃し、 「世」を迎えていたものの、来訪神の観念が次第に形を整えていくなかで、 タボラル」といった新たな言葉使いを生み出してきた である。
七、自然人の感性
─
発生の原基
　
いったい「世」とは何か。なぜ、種子どりという儀礼的な播種の日に、 「世」を迎える必要があるの
かという疑問から解き明かしたい。　
柳田は、種子どりの行事のなかで印象を受けることに「イバツを各戸に配るといふこと」と「粟種播
きの式をニーウリの祝ひといふこと」の二点をあげており、ニーウリ〔根下り〕が「私 ちの切に知りたがつて居るニイラ又はニライといふ海上の浄土と、因みある語ではないか」と洞察している（柳
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田
　
一九六四（一九五一）
　
一五四～一五五） 。三節で確認したとおり、各地の種子どりの願い口は、
ニーウリが立派であることを祈るフレーズを含んでおり、この日、人びとは種子の根下りを切に祈ってきた。　
こうした祈りは願い口のみにとどまら
ず、種子どりの身体表現のなかにも読みとることができる。たとえば、竹富島の種子どりでは、サングルロ いう舞台芸能を奉納す 。苧麻と黒頭巾で顔を隠した踊り子が舞台を ろころと転がる、他の芸能と比べると、一風変わった趣向人気 ある題目である（図七） 。以下は、サングルロの歌詞
）11
（
を記したものである。
大うばたき
畑宿
やどぅ
りや
　
小くばたき
畑宿
やどぅ
りに
　
ありがはやしぬ
. 〔大畑に宿り
　
小畑に って
　
〇〇生える〕
　
ダンジムヌ
　
ダンジムヌ
図七　サングルロ
. （筆者撮影　二〇一〇年一〇月八日）
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.　〔真の物忌
　
真の物忌〕
やーりとぅやーり
　
うむたる
　
さんぬきーぬ下
した
に
　
ありがはやしぬ
. 〔破れや破れ
　
〇〇
　
種子の〇の下に
　
〇〇生える〕
　
サングルロ
　
サングルロ
.　
. 〔種子ころころ
　
種子ころころ〕
　
難解な歌詞ではあるものの、踊り子の仕草にかんがみると、畑に降りてきたものが種子に宿り、飛
んだり跳ねたり遊んだ後、根が生えるといった主旨を読みとることができる。すなわち、たまの宿った種子が活発にな 、籾の外皮（かひ）を破って根を下ろすこ を表現してい　
これらの踊り子は、今や芸能を奉納する側にまわっているものの、おそらく、古くは、来訪してき
た神々であった。弥勒などの新しい神々を受容すると、古い神々は、奉納芸能の演者になったり、 〝弥勒の夫〟という位置づけの かでトリックスター（波照間島のブーブーザ）として半ば零落しつつも生き残っていることが多いのである（喜舎場
　
一九七七
　
二七五など） 。
　
たとえば、小浜島のダートゥーダーは、南集落で祭っていた異形の世持神であった。北集落では弥勒
を祭っており、結願祭の際に、両者は並び立つことになる。とな 、一方はふくよかな姿、一方は得体のわからない姿といった対照性 際立つようになる。こうした経緯から、一九二六（昭和元）年、
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南集落では、集落で祭る神をダートゥーダーから福禄寿（姿は弥勒と同じ）に切り換えている（黒島
　
二〇〇〇
　
一六三） 。以降、ダートゥーダーはながらくリストラの状態にあったものの、近年、舞台芸
能に上がるようになり、復活す に至っている（図八） 。　
喜舎場（一九七七）によると、古くは、この神々は円陣をつくりながら舞う（飛び跳ねる）ときに
以下のような詞章
）11
（
を唱えている。
ウキチィチィ
　
ユウーマーリイナー
. 〔起き上がる土
　「世」生まれる〕
サンゲエティ
　
ニイランヨ
. 〔種子の覚醒
　
ニイラの「世」 〕
シヤンクル
　
シャビイラー
. 〔籾殻
　
〇〇〕
　
フウ
　
ダートゥーダー
　
ダートゥーダー
（囃子以下略）
　
サングルロと同様に、難解な歌詞
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ではあるものの、ダートゥーダーは、種子の発芽をうながす詞章
を唱えている。弥勒と比べると、これらの古い神々 所作や は、以前のたまの性格を強く残して
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いる。たとえば、大変有名な来訪神であるアカマタ・クロマタには、じつは稲のものと粟のものがあり（桜井・谷川・坪井・宮田・波平
　
一九八四
　
九二） 、次に紹介するシネヌーハマと共通している。
　
小浜島のシネヌーハマ
）11
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は、頭から足先まで藁をかぶり、一体は頭上に稲穂を載せ、もう一体は頭上
に粟穂を載せている。各家を回り、庭にうずくまると「私の頭上のような豊かな稲が、私の頭上 ような豊かな粟が、実りますように」と述べる。その後、屋敷にあがったシネヌーハマは、一番座から
三番座まで転がる。シネヌーハマが撒き散らした籾や藁などは、この日はそのままにしておく。戸主は、シネヌーハマから授かった稲と粟を床の間に飾る（筆者の聞き書きによ ） 。　
このシネヌーハマの原義は未詳ではあるものの、
地元では「島ぬぱー 〔島のばあさん〕 」と解するひともいる。ただ、意味がとおらないので、本稿では、その原義を以下のとおりに推測している。古くは、延喜年間編纂の『本草和名』では、粳米を「宇留之祢〈うるしね〉 」 、粳粟を「阿波乃宇留之祢〈あわのうるしね〉 」と、このふたつの穀物に限り
図八　ダートゥーダー
指さしは、ダートゥーダーの特徴的な所作であり、おそ
らく、かひを破るイメージと関連している。
. （筆者撮影　二〇一〇年一〇月一七日）
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「之祢〈しね〉 」と表記している。おそらく、稲と粟はシネという語彙でくくることができたのである。
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シネヌーハマのヌーは、格助詞の「の」であるから、あとはハマの位置づけである。ハマといえば、
小正月の円盤競技のことをさす地域は広く分布しており（民俗學研究所編
　
一九七〇ｃ
　
一二六二） 、
本フィールドにおいても種子どりの際に、子どもたちは円盤〔ガーラ〕を転がす競技をしていた。となると、この語彙は、シネ〔米 粟〕
. ＋ヌ〔格助詞の「の」 〕
. ＋ハマ〔転がること〕からなる。
　
また、宮古諸島の来訪神であるパーントゥは、泥だらけの恰好で家にあがり、踊りを踊って、畳の
うえをころころと転がってみせる（中沢
　
二〇一〇
　
五六六） 。おそらく、パーントゥが屋敷にあが
り、ころころと転がるのは、サングルロと同様に、種子にたまが宿り、土のなかで活発化している様子を表現していたからである。
）11
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端的にいうと、農の生活の起点となる種子どりは、 「世」を迎えた種子
の根下り〔ニーウリ〕を祈る契機であった。　
以上をふまえ、 「世」の源泉となる「常世」について考えたい。興味深いことに、本フィールドに
は、海の彼方の他界を意味するニイラ・ニライ系統の語としてニーラスクという語彙がある。柳田や外間（一九八一
　
一一五～一三六）は、ニー （ラ）は根の意味であり、 「出發點とも中心點とも解すべ
きもの」 （柳田
　
一九六三（一九五五）
　
八八～八九）と指摘している。また、沖縄では、城をグスク、
籾殻を「スクブ」 （宮良
　
一九三〇
　
一一八）といった。すなわち、日本語のシロやクラと同様に、ス
クとはかひのことを意味している。となると、ニーラスクとは〝根づく籾〟であり 来訪する「世」
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とは、種子の根下り〔ニーウリ〕の力であったといえる。
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（
　
季節が巡り、 〝枯死
）11
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〟していた種子が根を下ろす。ここに何かが宿ったととらえるは自
じ
然ねん
なる感性で
ある。 「海上他界観」と名づけられてきた観念の原基は自然人の感性に発している。
八、結論
　
本稿では 種子どりの行事を仔細に比較する作業を通じ、この季節儀礼の位置づけを明確にするこ
とを目的としてきた。その要点を絞ってまとめると、以下のとおりになる。　
第一に、シラに 稲からなるものと粟からなるものがあり、種子どり 日に、稲 シラには米のイ
バチィ、粟のシラには粟のイバチィを供えること。第二に、イバチィを形態と祭りの場で分類すると、⃝ αシラ うえ 載せるイバチィと、⃝
β
床の間に供する大型のイバチィとがあり、前者が古形であ
り、後者は床の間に神を迎えるようになり装飾化が進んだものであること。第三に、イバチィは、来訪するたまの依代（霊代）としての役割を担っていたこと、 た、そのたまの名は「世〔ユー〕 」であること。第四に 「世」は、種子の根下りの力のこ を意味し いたことをあきらかにした。
）1（
（
ゆえに、
種子どりの日には、稲のシラには米のイバチィ、粟のシラには粟のイバチィを供え、種子下ろしをしてきたのである
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すなわち、種子どりは、根下り〔ニーウリ〕の力を受けた種子を播種し、農の始まりを告げる祭り
である。
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柳田の「稻の産屋」論の誤謬は、種子どりの行事を「聖別せられた」 （柳田
　
一九六三（一九
五三）
　
一九九～二〇〇）稲種子の継承を重んじる信仰の一事例として位置づけたことにある。むろ
ん、柳田の継承性へのこだわりは、日本の神観念の根本に祖霊があるとする柳田自身の固有信仰
）11
（
を背
景としており、柳田は、子孫のもとに「あの世」から先祖が戻ってくるという信仰と、稲種子を継承する祭りとが結びつき「すぢ」という観念を育んでいったととらえていた（柳田
　
一九六三（一九六
〇）
　
一三二） 。ゆえに、柳田は、民間の新嘗行事のなかに「すぢ」の原理をみいだそうとしていたの
である。　
しかしながら、本稿で検討してきたとおり シラ〔穂積み〕は、柳田の見立てである「穀母が穀童
を産み育てゝゆく」 （柳田
　
一九六四（一九五八）
　
四〇七）ための舞台というよりは、折口の語彙で
いうところのたまの来訪を受容するための舞台になってお 、その「世〔ユー〕 」に対し、 「祖神」といったニュアンスを読みとるこ は難しい。
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人間と穀類の霊魂観には、多くの類似点をみいだすこと
ができるものの、ニーラスクの神々などのまれびとは、 「祖神」 異なり、種籾の発芽 する観察の経験と不可思議に感じる心意から発生し、次第に擬神化してい た のである。
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本稿では、南西諸島をフィールドとし、種子どりのにぎりめしについて論じてきた。ここで得られ
た知見をふまえると、正月 餅の位置づけや、トシダマとトシガミとの発生論的な関連性をより明確
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にとらえることができる可能性が生じてくる。
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むろん、本稿はひとつの仮説であり、読者諸賢の忌憚
のないご批判・ご教示を仰ぎたい。
表四　人間と穀類の霊魂観と潮汐
民俗語彙
満潮時に
シラ シヌン
人間
穀類
・お産
・穂積み
・死ぬこと
・脱穀すること
魂呼ばい
種子下ろし
☞.生 ☞.死
本フィールドでは、人間や穀類の誕生を意味するシラとい
う民俗語彙のみならず、人間が死ぬことや穀類を脱穀す
ることにも同じシヌンという民俗語彙をあててきた。か
ひ（からだ）が傷むと、たまが抜けると考えたのである。
また、種子どりの種子下ろしは満潮時にし、干潮時にひ
とが死ぬと、満潮時になるまで待って魂呼ばいをした。潮
の満ち引きと、たまの往来とは呼応しているのだ。従来、
民俗学者らは、「すぢ」という観念をたまの継承性という
意味でとらえてきたものの（宮田.一九八八など）、沖縄で
は、「最高満時、潮時」（宮良.一九三〇.一一九）の意味を
もっており、古くは、かひにたまが満ちている状態をさし
ていたと考えられる。その意味において、世乞いの際の
「世満る」という言葉使いは、注目に値するといえる（荒
木.一九八五.一四九、波照間.二〇一四.一〇〇）。
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【注】（
1）	 一五世紀後葉（一四七九）の済州島の漂流者による見聞を記した「成宗大王實録」によると、当時の八重山諸島では、高倉の穀倉と穂積みという二通りの穀物貯蔵の方法が併存している（佐々木
　
一九七八
　
四二二） 。
下ること、一七六八（乾隆三三）年、首里王府から在番・頭に布達された文書「与世山親方八重山島規模帳」では、上納米ならびに貯米を高倉で保管すると、風雨の時は調べにくく、ネズミが食い散らかすので、シラで保管するように申し付けている（石垣市総務部市史編集室編
　
一九九二
　
三九） 。すなわち、為政者の都合
やその秀 た貯蔵能力のため、シラによる貯蔵を奨励しており、一般的に考えられている穂積みか 高倉へという単線的な技術移行のシナリオをみいだすことは難しい。
（
2）	 琉球大学社会人類学研究会編（一九七
　
二五八～二六〇）を参照した。
（
3）	 酒井（一九五五
　
八二～八四） 、波照間（一九九九
　
三九～四〇）を参照した。
（
4）	 伊藤（一九六三
　
八三～八五）を参照した。
（
5）	 野本（一九九三
　
三三二～三三三 、新村（一九九四
　
一〇一～一〇三）を参照した。
（
6）	 福本（一九八六
　
七〇～七 ） 、幸地（一九八七
　
二八）を参照した。
（
7）	 伊藤（一九六三
　
八一～八二） 、野本（一九九三
　
三三三）を参照した。
（
8）	 安里（一九七六
　
五〇～五一） 、植松（一九七七
　
五六～五八
（
9）	 加屋本（一九七六
　
五二～五三）を参照した。
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（
10）	 ただし、この「稲が種子アヨー」の歌詞内容は粟を主題としている（喜舎場
　
一九七〇ｂ
　
一一三～一一五） 。
（
11）	 竹富島のイーヤチがにぎりめしから餅に変化したの 、おそらく、餅がにぎりめしより保存がきくからである。筆者の聞き書きによると、与那国島の比川集落（事例④ｂ）では 種子どりの間、一週間ほどイハティを床の間に飾っておき、その後、戸主の姉妹である長女に持って行った。もともと長かった種子どりの期間中に（二節参照） 、イハティは傷むため、傷みの少ないところを食べてきた。戦後にな 、衛生面を考慮し、集落はこのしきたりを廃止した。一部の「低い島」のイバチィ（ ぎりめし が米と粟を混ぜた餅に変わったのは、おそらく、以前の要素を残しながら、保存がきくように創意工夫した結果と考えられる。
（
12）	 石垣島 川平集落 種子ど では 白米からなるスー〔潮〕イバツゥと糯米に食紅を混ぜ アカイバツゥを供えてき 。食紅の前は、赤豆を混ぜてい ことか これらの紅白 イバツゥは稲作と畑作のものからるイバチィであったと推測できる。
（
13）	 南西諸島をフ ールドとし、農耕文化論 展開した小野（一九六〇ａ） 、佐々木（一九七三） 国分（一九七六） 、下野（一九八一）ら 粟 対する儀礼上 価値づけの高さにつ て等しく指摘している。これらの研究者に共通するのは、粟を指標 する焼畑 を稲作文化に先行するも とらえる視角である。また、南西諸島のみならず、日本本土 フィールドとした研究においても、粟が重要な指標になりうる作物であると指摘する論考は少なくない 池邊
　
一九八七、早川
　
一九八八（一九四〇）など） 。たとえば、日本神話の構
造分析を進めた安田（一九七一）や大林（一九七三）ら これら 神話 な から粟を軸とした焼畑耕作
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文化に属する神話素を抽出している。照葉樹林文化論を構想した佐々木は「わが国における伝統的な畑作物の中心はアワであり、その消長は非稲作文化の盛衰を象徴する」 （
　
一九九七
　
二九五）と指摘し、粟
を照葉樹林帯 おけ 中心的な焼畑作物ととらえている（佐々木
　
一九八二
　
一〇五～一一一） 。また、天皇
による新嘗祭で 、米と粟を並べて供してきた。米と粟の文化史という視角から日本文化論を構想する余地は十分あ といえる。その際には、天津神と国津神の（非）対称性や、スクナビコナ（カミムスビ・タカミムスビの子）と粟との関係性について一考する必要がある。
（
14）	 多良間村古歌謡収録制作委員会編（一九九七
　
一七六）を参照した。筆者意訳。
（
15）	 本稿にとって、沖縄調査から大きなインスピレーションを受け る折口 語彙（ くに、かひとたま）は、分析概念として大変有用なものである。折口のいうたまの信仰のエッセンスを示すと、かひは、もなかの皮のように、ものを包んでいる。こ かひの か 、 「他界」から来訪し たまが宿り、暫時凝とした後に「この世」のものになる（出現する）というも である（折口
　
一九五五（一九二九）
　
二六六） 。
（
16）	 シィトゥ 〔包〕イバツゥ いった別称があるように、古形 イバチィ （⃝ α）はなにかしらの素材で包まれている。たとえば、事例⑤の竹富島のイーヤチは、ヒガンバナ科のハマユウの円柱状の鱗茎をひらいたも に包んでいる。石垣島の川平集落においてもハマユウの鱗茎に包んだ バチィ 配っ いた（川平村の歴史編纂委員会編
　
一九七六
　
一四三） 。古くは、一九世紀後葉の史料「富川親方八重山島諸締帳」には、 「かあしや
餅」 （石垣市総務部市史編集室編
　
一九九一
　
五二）とあり、イバチィは、なにかしらのかひに包まれている。
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（
17）	 柳田は「我々の神々は、凡眼には御姿の見えぬものときまつて居た。稀には幻しに見たと稱する者が、段々と新たな信仰の形を作つて行つたが、普通 場合には毎年の季節風物、その中でも斯ういふ生物の自然の動作によつて、端的に神 來格を推測して居た。常には見るこ が無く、又はこ 際に氣を付けて見れば見られる、或動物の集合と去來とを以 、眞率に神の 行の御先拂ひと考へる が 近い頃までは確かに有つたのであ 」 （柳田
　
一九六三（一九六〇）
　
一三三）と言及している。
（
18）	 折口は「鏡餅・水・粢・醴・握り飯」 （折口
　
一九五五（一九二八）
　
一七〇）には、たまの憑く古い信仰があ
ると指摘している。同様に、 も「握飯と餅との境もさうはつきりとして居なかつたと見てよからう」 （柳田
　
一九六二（一九四〇）
　
二五二）とし、ふたりとも餅とにぎりめしを同質のものとみなしている。
（
19）	 荒木（一九八五
　
一四九）によると、宮古諸島の池間島では、世乞いの際に、米や赤豆、イモなどで丸い大
きなにぎりめしをつくる。そのにぎりめし 名称は「ユ である。
（
20）	 柳田は、直会について「ナホラヒといふのは古い日本語で、その説明は多くの國語辭典 も えて居る。神に供へた色々の飮食物を、祭終つて後に分配してたべてしまふのが、いつ 世からとも知れぬ我邦のナホラヒであつたことは、確かな證據もあ 是は疑はれぬ」 （柳田
　
一九六二（一九四〇）
　
三二四）と言及し、そ
の語源を不明としている。 「ナホラヒ」は「世」が「ナオル」ときに実施するも なので、この「ナオル」が語源であったと推測できる。
（
21）	 上勢頭（一九七九
　
二一一）を参照した。筆者意訳。
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（
22）	 竹富町古謡編集員会編（二〇〇二
　
二三～二七） 、阿佐伊監修
. （二〇〇六
　
六～一一）
. を参照した。筆者意訳。
（
23）	 喜舎場
. （一九七〇ｂ
　
一〇四～一〇五） 、全国竹富島文化協会編
. （二〇〇三
　
二二六）
. を参照した。筆者意訳。
（
24）	 喜舎場（一九七七
　
三三〇）
. を参照した。筆者意訳。
（
25）	 喜舎場（一九七七
　
三二七～三三一）
. や黒島（二〇〇〇
　
一七八）は、ダートゥーダーの唱える詞章を意味
不明としつつも、本稿が紹介した詞章に続く 番の歌詞から、ダートゥーダーを天然痘などの災厄にかかわるものと らえている。しかしながら、本稿で検討したとおり、ダートゥーダーは、 「世」をもたらす古い世持神である。おそらく、この二番の歌詞はダートゥーダーが半ば零落する過程において後代に付け足し ものである。
（
26）	 竹富町史編集委員会編（二〇一一
　
三六三）では、 「シネヌパーマ
00
」と表記しているものの、古くは「シネ
ノハマ」 （宮本
　
一九五二
　
一五五）や「シメノハァーマ」 （喜舎場
　
一九七七
　
三二二）と報告している。ま
た、シネヌーハマは、豊年祭〔ポール〕の三日目に登場するものの、行事内容からすると 年中行事の新設や組み換えのなかで豊年祭の契機に移されたものと考えられる。
（
27）	 民間では、シネを「廣く雜食の穀物」 （民俗學研究所編
　
一九七〇ｂ
　
五一七）という意味で用いてきた。
（
28）	 沖縄では、鳥がたまごからふ化することやヘビなどが脱皮することをスデルという。また、八重山諸島の来訪神であるアカマタやクロマタ、マユンガナシなどにもスデルという言葉を用いてきた 吉成直樹（一九八七）は、アカマタ・クロマタなどのニーラスクの神々を蛇とし とらえているものの、もともとは種子の根
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下り、すなわち、かひとなる籾からの誕生という発想からこの語彙を用いたと考えられる。
（
29）	 柳田は、ニイラ・ニライを日本神話でいうところの「根の国」と共通する信仰と ら てい （柳田
　
一九
六三（一九五五）
　
一〇六） 。この根の話しを突き詰めていくと、折口のとらえるまれびとと土地の精霊との
関係性について再考せざるをえないことに思い至る。折口は とにかく、山の神は杖をついて來 、其杖で地を衝く事 よつ 、其土地の精靈を壓へ付け、そして最後に神の來た徴に 杖を立てゝ行くのである。此逆杖について、一晩の内に、杖に根が生えたとか、枝や花が咲いた か、言い傳へられてゐる。此については、柳田先生のお説もあるが 私は、私の考へを述べる。ある時期を經れば 根を下す様な木を選んで、例へば柳・桑などの様な 根のつき易いものをついて來て立て こともあつ のだと考へる。けづり花の花と言つてゐるのは、根を下さぬ木、例へば柳・栗 どで 比較的白く肌の美しい木で、杖につくと、先のざくざくに割れる様なもので、其ざくざくになつたのを指して 花と言つたの あ 、と考へる。そのさゝくれが象徴と信じられた」 （折口
　
一九五六（一九二九）
　
四一九～四二〇）と言及している。折口は、まれびと
を土地の精霊を屈服させる存在ととらえ いるも の 本稿の立場からする 本来、まれびと もたらすものは、ざくざくと割るような種子の根下りの力で り、その反閇 意図は、土地の精霊を抑える めではなく、種子の根下りをうながすところにあった。なぜ、 「ざくざく た」ものを「花」 いうのかと、かひが開いたものとらえていたからである。
（
30）	 ここで問題となるのが、播種 待つ数か月の間、穀物 たま（アニマ）はどこ あるのか いうこと
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物忌という点から説きたい。さきに述べたとおり、播種儀礼には、強い物忌が伴っていた。この物忌は、作物の生育段階ごとに繰り返し、初穂儀礼や豊年祭などの穀物の結実の契機まで続くものである ゆえに、一八七五年の首里王府からの布達によると、こうし 物忌を年に一、二度に抑えるように定め おり、 限度を越える場合には、取り締まるようにと通達している（石垣市総務部市史編集室編
　
一九九一
　
五三） 。植
松（二〇〇〇
　
一〇八）によると、新城島では、種子どりから物忌の生活が始まり〔ウクスムヌウ〕 、翌年の
粟の豊年祭 もって物忌生活が終わる〔トメムヌウ〕 。すなわち、穀物の から結実までの期間が物忌生活にあたる。この生育期間が「年」という意味での「世〔ユー〕 」にあたる。たとえば、波照間島 初穂儀礼に相当するクパナ／アラバナ〔スクマン〕では、 「
K
yu
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. tsukuriyu
.
utsugiyu
.
nu
. shubi
.
nu
.
kankupana
.
uikupana
.
nu
.
ugon
.
nu
.
atari
.
ori」 （住谷・クライナー
　
一九七七
　
二四〇）と祝詞を唱える。この願い口を意訳すると、
「今日は、つくり世・うつぎ世の首尾の神クパナ・上クパナのお祈りにあたっている」であり、旧暦五月のクパナを「つくり世」の終わりとし、 「世の首尾」と表現してい 。住谷・クライナーは、この「世の首尾」から次の「世」を迎えるまでの空いている
000
期間には、神事が一切ないことを指摘し、 「現世は在る
0
とも無い
0
とも
いえる」 （住谷・クライナー
　
一九七七
　
二八五）と洞察している。すなわち、この期間、穀物のたまは不在
としてい のである。ゆえに、播種の際に、たまの来訪を希求してきたのである（アエノコトや宮座儀礼のオイツキマツリ（坪井
　
一九七七）などは、種子のなかにたまをとどめる権能を必要とするものであり、植
物アニミズムの観念からす と、次の段階 進んだものである） 。柳田が「ヨといふ日本語は…（中略）…本
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來は竹の節と節との間をヨと謂ふのと同じ語で、殊に稻作の一期を限つてさういふ」 （柳田
　
一九六三（一九
五五）
　
一〇〇）と言及しているとおり、時間概念としての「世」は、いまの年の考え方とは異なるものであ
る。この「世」と「世」のあわいにある期間の位置づけおよび柳田や折口の新嘗論の不全については稿を改めて論じる。
（
31）	 荒木（一九八
　
一五〇）は、 「世」を「豊かさの根源としての力、生命力」ととらえている。本稿は、その
集合的な想像力の基盤となったものが種子の根下りの力が喚起する心性であったと考えている。
（
32）	 本稿の知見をふまえると、東北地方 にぎりめし「みたまの飯」のとらえかたは自然 変わってくる。柳田は、祖霊と関連させて解釈しているもの 、笹の葉に包んだ「みたま 飯」は、種子をまくときに一緒にまくと報告している（柳田
　
一九六二（一九四六）
　
六三） 。また、早川孝太郎（一九八八（一九五二）
　
二七
六）によると、正月の「みたまの飯」は、藁苞に包んで天井や縁側のはりなどにつるし 田植えの際に食べる。同様 、伊豆諸島 壬生家の事例を報告した大間知篤三（一九七一
　
二七八～二八六）によると、壬生家
では、元旦に「宝珠之玉（ほうじゅ たま） 」と うにぎりめしをにぎる。そ 後、こ にぎりめしをしめ縄を張った贄山〔ニヤマ〕の畑に納めて、春前にこ 畑に火を放ち粟をまく。これらの事例からは、種子の播種行事と正月のにぎりめしとがな かしらの関係性をもっていたこ を読みとる とができる。 の事実は折口の以下の洞察につながるものである。折口は「私は、みたまの飯の飯は 供物 言ふよ も、神靈及び其眷屬の靈代だ 見ようとするのである。此點に於て、みたま 飯 餅とは同じ意味 も である…（中略）
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…我々は、餅を供物と考へて來てゐたが、實はやはり靈代であつたのだ」 （折口
　
一九五四（一九二九）
　
二
八）と洞察している。ちなみに、穂積みのうえににぎりめしなどを供える行事の痕跡は日本各地に残っている。たとえば、長崎県北松浦郡の「ニュウトビガミサマ」 （民俗學研究所編
　
一九七〇ｃ
　
一一四九）や「サ
カモトサン」 （民俗學研究所編
　
一九七〇ｂ
　
六一七） 、伊豆諸島の「イボッチャ」 （民俗學研究所編
　
一九七〇
ａ
　
一一八） 、群馬県利根郡の「ニュウボッチ」 （民俗學研究所編
　
一九七〇ｃ
　
一一五〇） 、関東北部の「ワ
ラホウデ」 （民俗學研究所編
　
一九七〇ｄ
　
一七五五）など。これらの行事の多くは正月に実施するものであ
る。ただし、不思議なことに、刈り上げ祭のときにも、同様の祭りを確認することができる。折口は「刈り上げ祭りの地方習俗を見ると變つたことがあるが、信仰 名ごりと考へないで すまされぬものが多い。伊豆七島に行くと、刈り上げ祭りの時分になると 「いほり」のやうなものをこしらへ 。そ て藁づとのやうに小さいものを立てる。これが伊豆の半島へ戻ると、やゝ大きいものになり、建築のたて への時の弓矢のや なものが立つてゐるところがあつて、これを見てはつとすることがある。そ 説明は つき 出來ないが、それらの類例を多 集め と何らかの説明が出來 であらう つまり日本の國は信仰の殘骸が多く殘つてゐるから、いろいろのものがあるうちに、出來るだけ見學して實感を得ておいて、感情 上 比較研究を行へば、相當な學問上の収穫をあげるこ が出來ると思ふ。併しこれはまた 危嶮な分子を伴ふこともある。ふおくろあの學問の根柢は、種々 も に接して感覺を練磨しておく要がある」 （折口
　
一九五六（一九
五三）
　
二九一）と言及している。じつは、たまを受容する契機は一年に二度あり、時間概念としての「世」
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の始まりと終わりとを画している。その位置づけについては稿を改めて論じる。
（
33）	 柳田は「米を以て祖神を祭ること」を「民族生活の要件」 （柳田・折口・石田
　
一九四九
　
四）としている。
（
34）	 柳田邸で 石田英一郎を交えた対談（柳田・折口・石田
　
一九四九）でその溝が浮びあがっている。そのきっ
かけは、石 による「折口先生、マレビトの中には祖靈とか祖先神とかいう觀念は含まれて居りましようか」という質問であった。この質問に対し、折口は「私はどこまでも、マレビト一つ一つに個性ある祖先を眺めません。分割して考えるのは、家々の人の勝手でしよう」と答えている。ところが、柳田は「折口さんなどの常世神は…
. （中略）
. …あれもやはり祖神であつた」と言及している。柳田からすると、先祖がまれびとと
いった非人格的なものになって訪れるようでは、家の永続（継承） いう観念を育んできた（と柳田のとらえる） 「新嘗」の根本がゆらぐこと な 。あくまで 柳田の新嘗論は、母と子といったメタファーや すぢ」といったイメージを基調とし展開させたも である。後に、折口は「民族史觀における他界觀念」において、「この世界における我々
─
さうして他界における祖先靈魂。何と言ふ單純さか」 （折口
　
一九五六（一九五
二）
　
三一二）と、あきらかに柳田を痛烈に批判している。折口は、こうした考え方は、近世神道家の合理観
より、もっと甚だしく素朴な「祖裔二元とも言ふべき考へ方」とし、 「近代の民俗的信仰」の傾きを強調しに過ぎない の 喝破 ている（折口
　
一九五六（一九五二）
　
三一二） 。
（
35）	 日本の来訪神研究は、秘密結社による儀礼という類似点か 、メラネシアなど 南洋」の文化が伝播したものととらえるむきがあった（岡
　
一九七九など） 。しかしながら、これらの神々の所作から考えると、本稿
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のとりあげた来訪神行事は、俵ころがしやおむすびころりんなどの「福」をもたらす行事や民話とも関連させながら位置づける必要がある。また、東北地方の男鹿半島では、ナマハゲが暴れまわった後に、落 していった「藁屑を拾って頭に巻くと、一年中頭痛がしない」 （全日本郷土芸能協会編
　
二〇〇六
　
一二〇）と伝
えて る。その他の来訪神もまた、飛んだり跳ねたりし、 「神の の社会に遺すもの （早川
　
一九八 （一
九三三）
　
二一四）があり、おそらく、その多くは籾であった。来訪神の所作や「遺すもの」に注目すること
で、その発生をより明確にとらえることができるはずである。
（
36）	 荒木は 「日本の神あるいは祭 は、この「よ」 何かという問題を明らかにすることなくそ 本質を垣間見せてくれることはないと考えている」 （荒木
　
一九八五
　
二〇二）と洞察している。
【文献】阿佐伊孫良（一九七九） 「重要無形民俗文化財「竹富島の種子取」を考える」 『八重山文化』七
　
一八～五六
阿佐伊孫良監修 二〇〇六 『竹富島古謡集
　
祭りの歌』特定非営利活動法人たきどぅん
安里武信（一九七六） 『新城島（パナリ） 』私製荒木博之（一九八五） 『やまとことばの人類学
─
日本語から日本人を考える』朝日新聞社
池邊彌（一九八七） 「古代粟攷」 『成城短期大学紀要』一九
　
七～六四
石垣市総務部市史編集室編（一九九一） 慶来慶田城由来記
　
富川親方八重山島諸締帳（石垣市史叢書一） 』石垣市
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石垣市総務部市史編集室編（一九九二） 『与世山親方八重山島規模帳（石垣市史叢書二） 』石垣市石垣市総務部市史編集室編（一九九四） 『翁長親方八重山島規模帳（石垣市史叢書七） 』石垣市石塚尊俊（一九五四） 「納戸神をめぐる問題」 『日本民俗學』二（二）
　
九～四一
伊藤幹治（一九六三） 『稲作儀礼の類型的研究
─
日・琉基層文化の構造』國學院大學日本文化研究所
上勢頭亨（一九七六） 『竹富島誌
─
民話・民俗篇』法政大学出版局
上勢頭亨（一九七 ） 『竹富島誌
─
歌謡・芸能篇』法政大学出版局
植松明石（一九七七） 「沖縄、八重山の畑作とその儀礼」 『跡見学園女子大学紀要』一〇
　
四三～六五
植松明石（二〇〇〇） 「来訪神儀礼の成立をめぐる考察
─
沖縄・新城島の場合」 『民俗文化研究』一
　
一〇三～一
三四
内盛唯夫（一九五二） 「竹富島の種子どり」 民間傳承』一六（一〇）
　
四四四～四四七
内盛唯夫・カツ（一九五九） 「沖繩竹富島の話 日本民俗学』五
　
一七～三〇
大城公男（二〇一八） 『八重山・祭りの源流
─
シチとプール・キツガン』榕樹書林
大林太良（一九七三） 『稲作の神話』弘文堂大間知篤三（一九七一） 『伊豆諸島の社会と民俗』慶友社岡正雄（一九七九） 『異人その他』言叢社小野重朗（一九六〇ａ 「粟のトキ
─
鹿児島の畑作儀礼」 『日本民俗学』一二
　
二二～二八
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小野重朗（一九六〇ｂ） 「民俗調査の方法
─
民俗地図作成をめぐって」大間知篤三・岡正雄・桜田勝徳・関敬吾・
最上孝敬編『日本民俗学の調査方法
　
文献目録・総索引（日本民俗学大系
　
第一三巻） 』四一～五〇
　
平凡社
小野重朗（一九八一） 「潮石・水石儀礼
─
石のおかず考」 『日本民俗学』一三七
　
七～二〇
小野重朗（一九八二） 『奄美民俗文化の研究』法政大学出版局折口信夫（一九五四（一九二九） ） 「國文學の發生（第三稿） 」 （ 『折口信夫全集』第一巻
　
三～六二
　
中央公論社）
折口信夫（一九五五（一九 六） 稻むらの蔭にて」 （ 『折口信夫全集』第三巻
　
七〇～七六
　
中央公論社）
折口信夫（一九五五（一九二八） 「神道に現れた民族論理」 （ 『折口信夫全集』第三巻
　
一四五～一七三
　
中央公論
社）
折口信夫（一九五五（一九二九） ） 「靈魂の話」 （ 『折口信夫全集』 巻
　
二六〇～二七六
　
中央公論社）
折口信夫（一九五五（一九三〇～一九三 ） 「年中行事
─
民間行事傳承の研究」 （ 『折口信夫全集』第一五巻
　
四
七～一二四
　
中央公論社）
折口信夫（一九五六（一九二九） ） 「鷽替へ神事と山姥」 （ 『折口信夫全集』第一六巻
　
四一七～四二九
　
中央公論社）
折口信夫（一九五六（一九五二） ） 「民族史觀における他界觀念」 （ 『折口信夫全集』第一六巻
　
三〇九～三六六
　
中
央公論社）
折口信夫（一九五六（一九五三） ） 「新嘗と東歌」 『折口信夫全集』第一六巻
　
二八二～二九一
　
中央公論社）
折口信夫（一九八七（一九四 ） ） 「初期民俗学研究の回顧」 『折口信夫全集』ノート編追補第三巻
　
二二九～二九
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〇
　
中央公論社）
川平村の歴史編纂委員会編（一九七六） 『川平村の歴史』川平公民館亀井秀一（一九九〇） 『竹富島の歴史と民俗』角川書店加屋本正一（一九七六） 「波照間 農耕 儀礼」 『八重山文化』四
　
四二～五八
喜舎場永珣（ 九七〇ａ） 『八重山古謡
　
上巻』沖縄タイムス社
喜舎場永珣（一九七〇ｂ） 『八重山古謡
　
下巻』沖縄タイムス社
喜舎場永珣（一九七五） 『八重山歴史（新訂増補） 』国書刊行会喜舎場永珣（一九七七） 『八重山民俗誌
　
上巻・民俗篇
黒島精耕（二〇〇〇） 『小浜島の歴史と文化』私製幸地厚吉（一九八七） 『さふじま
　
黒島の民話・謡・諺集』私製
國書刊行會編 〇六 續々群書類從第九』國書刊行會国分直一（一九七六） 「柳田国男と「海上の道」 」 『沖縄文化研究』三
　
二二九～二四三
酒井卯作（ 九五五） 「小浜島の農耕儀礼」 『日本民俗學』二（四）
　
八一～八五
桜井徳太郎・谷川健 ・坪井洋文・宮 登・波平恵美子（一 八四 ハレ・ケ・ケガレ：共同討議』青土社佐々木高明（一九七三） 「沖縄本島における伝統的畑作農耕技術
─
その特色と原型の探求」 『人類科学』二五
　
七
九～一〇七
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佐々木高明（一九七八） 「 『李朝実録』所載の漂流記にみる沖縄の農耕技術と食事文化」藤岡謙二郎先生退官記念事
業会編『歴史地理研究と都市研究（上） 』四一四～四二三
　
大明堂
佐々木高明（一九八二） 『照葉樹林文化の道
─
ブータン・雲南から日本へ』日本放送出版協会
佐々木高明（一九九七） 『日本文化の多重構造
─
アジア的視野から日本文化を再考する』小学館
下野敏見（一九八 ） 『南西諸島の民俗Ⅱ』法政大学出版局住谷一彦・クライナー・ヨーゼフ（一九七 ） 『南西諸島の神観念』未来社全国竹富島文化協会編（二〇〇三） 『沖縄県竹富島の種子取祭台本集
　
芸能の原風景（改訂増補版） 』瑞木書房
全日本郷土芸能協会編（二〇〇六） 『日本の祭り文化事典』東京書籍竹富町古謡編集員会編（二〇〇二） 『竹富町古謡集（第四集） 』竹富町教育委員会竹富町史編集委員会・竹富町役場町史編集室編（二〇〇六） 『竹富町史
　
第一〇巻
　
資料編
　
近代三
　
新城村頭の
日誌』竹富町役場
竹富町史編集委員会編（二〇一一） 『竹富町史
　
第三巻
　
小浜島』竹富町役場
多良間村古歌謡収録制作委員会編（ 九九七） 『島のむかし歌』多良間村千葉徳爾（一九七一） 「書評
　
小野重朗『農耕儀礼の研究―南九州における発生と展開―』 」 『民族學研究』三六（二）
　
一八三～一八七
坪井洋文（一九七六） 「家の祭祀的構造 上） 」 『国學院大學日本文化研究所紀要』三七
　
二八五～三二二
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坪井洋文（一九七七） 「総説
　
祭りの地域的諸形態
─
宮座研究の視点」三隅治雄・坪井洋文編『祭りの諸形態Ⅱ
（日本祭祀研究集成
　
第四巻） 』二五七～二八九
　
名著出版
中沢新一（二〇一〇） 『カイエ・ソバージュ』講談社新村政二（ 九九四） 『与那国島
　
人とくらし』私製
西村亨（一九九九） 「折口信夫とニヒナメの研究
─
柳田・折口の学説交流を軸として」にひなめ研究会編『新嘗
の研究
　
四
─
稲作文化と祭祀』一〇九～一二七
　
第一書房
日本史料集成編纂会編（一九七九） 『中国・朝鮮の史籍における日本史料集成（李朝實録之部
　
四） 』国書刊行会
野本寛一（一九九三） 『稲作民俗文化論』雄山閣出版波照間永吉（一九 ） 「小浜島の種子取り祭の儀礼と歌謡」 『八重山、竹富町調査報告書
　
一（地域研究シリーズ
　
二七） 』三九～八六
　
沖縄国際大学南島文化研究所
波照間永吉（二〇一三） 「 「世ば稔れ」考（上） 」 沖縄文化』四七（二）
　
八六～一〇四
波照間永吉（二〇一四） 「 「世ば稔れ」考（下） 」 『沖縄文化』四八（一）
　
八九～一〇三
早川孝太郎（一九八二（一九 三） ） 「案山子のことから
─
行事伝承を通して見たる神」 （ 『早川孝太郎全集』第八
巻
　
一九九～三一五
　
未来社）
早川孝太郎（一九八二（一九四二） 『農と祭』 早川孝太郎全集 第八巻
　
一三～一九八
　
未来社）
早川孝太郎（一九八八（一九四〇） ） 「食糧生活史における雑穀の地位」 （ 早川孝太郎全集』第一〇巻
　
七〇～九六
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未来社）
早川孝太郎（一九八八（一九五二） ） 「餅なし正月
─
村の年中行事一月」 （ 『早川孝太郎全集』第一〇巻
　
二七四～
二七七
　
未来社）
平良市史編さん委員会編（一九八七） 『平良市史
　
第七巻
　
資料編五（民俗・歌謡） 』平良市教育委員会
福本美知子（一九八六） 「八重山、黒島における生業の変遷と儀礼
─
その一
　
アワ作りの過程と儀礼について」
『リトルワールド研究報告』八
　
五五～七七
藤井紘司（二〇一〇ａ） 「近代八重山諸島における遠距離通耕 歴史的展開
─
一八九〇～一九七〇年代における
西表島東北部を事例として」 『地理学評論』八三（一）
　
一～二〇
藤井紘司（二〇一〇ｂ） 「花とイーヤチ
─
沖縄県竹富島の種子取祭にみる粟と米の盛衰」蔵持不三也監修『医食
文化の世界（医食文化叢書Ⅰ） 』一二一～一三三
　
早稲田大学国際医食文化研究所
外間守善（一九八一） 『沖縄の言葉（日本語の世界
　
九） 』中央公論社
宮城真治（一九三一） 「古代 繩 正月は陰暦八月であつた。 」 『琉球新報』昭和六年九月（所収：宮城真治（一九五
四） 『古代沖縄の姿』沖繩印刷所）
宮田登（一九八八） 「 「血」と スジ」
─
民俗学的観点」 『史境』一六
　
一～一一
宮本演彦（一九五二） 「小浜島の穂祭り」 『民間伝承』一六（四）
　
一五一～一五五
宮良當莊（一九三〇） 『八重山語彙
─
附八重山語總説（東洋文庫叢刊
　
第二） 』財團法人東洋文庫
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民俗學研究所編（一九七〇ａ） 『改訂
　
綜合日本民俗語彙
　
第一卷』平凡社
民俗學研究所編（一九七〇ｂ） 『改訂
　
綜合日本民俗語彙
　
第二卷』平凡社
民俗學研究所編（一九七〇ｃ） 『改訂
　
綜合日本民俗語彙
　
第三卷』平凡社
民俗學研究所編（一九七〇ｄ） 『改訂
　
綜合日本民俗語彙
　
第四卷』平凡社
目崎茂和（一九八〇） 「琉球列島における島の地形的分類とその帯状分布」 『琉球列島の地質学的研究』五
　
九一～
一〇一
本山桂川（一九二五） 『與那國島圖誌』郷土研究社安田尚道（一九七一） 「イザナキ・イザナミの神話とアワの農耕儀礼」 『民族學研究』三六（三）
　
二〇四～二二一
柳田國男（一九六二（ 九四〇） ） 『食物と心臓』 （ 『定本柳田國男集』第一四巻
　
二一九～三七五
　
筑摩書房）
柳田國男（一九六二（一九四六） 先祖の話』 『定本柳田國男集』第一〇巻
　
一～一五二
　
筑摩書房）
柳田國男（一九六三（一九五三） 稻の産屋」 『定本柳田國男集』第一巻
　
一七八～二〇九
　
筑摩書房）
柳田國男（一九六三（一九五五） ） 「根の國 話」 （ 『定本柳田國男集』第一巻
　
八五～一〇九
　
筑摩書房）
柳田國男（一九六三（一九六〇） ） 「鼠の浄土」 （ 定本柳田國男集』第一巻
　
一一〇～ 四
　
筑摩書房）
柳田國男（一九六四（一九五一） ） 「瑞穂國について」 （ 『定本柳田國男集』第三一巻
　
一四〇～一五六
　
筑摩書房）
柳田國男（一九六四（一九五八） ） 「故郷七十年（改訂版） 」 『定本柳田國男集』別巻 三
　
一～四二一
　
筑摩書房）
柳田國男（一九六四（未完草稿） ） 「倉稻魂考」 『定本柳田國男集』第三一巻
　
一五九～一六六
　
筑摩書房）
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柳田國男・折口信夫・石田英一郎（一九四九） 「日本人の神と靈魂の觀念そのほか」 『民族學研究』一四（二）
　
一～
二一
吉成直樹（一九八七） 「水と再生
─
八重山諸島におけるアカマタ・クロマタ・マユンガナシ儀礼の再検討」 『日本
民俗学』一六九
　
一五～三六
琉球大学社会人類学研究会編（一九七七） 『白保〈八重山白保村落調査報告〉 』根元書房
